
一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員77、推薦会員６）
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2020年８月15日(第927号) 自動車会議所ニュース

下鉄漫才」とピンとくる人は年がばれる。昭和の昔、
一世を風靡した漫才夫婦の春日三球・照代の持ちネタ
である。お笑いの世界では素朴な疑問を投げかけて面
白可笑しく演じる芸人も少なくない。かつて流行語大
賞にもなったお笑いコンビ「テツandトモ」も似たよ
うな「なんでだろう～」というギャグを連発して人気
者になった。
　そのお笑いのネタではないが、運転免許を取得して
半世紀近くにもなるのに、それまでクルマの前と後ろ
に取り付けるナンバープレートには何の疑問も持たな
かったのは私だけだろうか。
　７月某日、転勤族で浜松で暮らす娘から「今、引っ
越し準備で忙しい」とのLINEメールが入った。そこで、
せめて１歳半を過ぎた孫娘の面倒ぐらいは見てあげよ
うと、直接電話で伝えると「手伝いに来てくれるのは
助かるんだけど……」とポツリ。
　緊急事態解除後も新型コロナウイルスの感染者数が
急増。万が一にも両親がやって来て地元で感染が拡大
したら……。実家の東京は「Go Toトラベル」からも
外され、都知事が「外出はご遠慮いただきたい」と都
民に呼びかけたほど。娘が口ごもるのもわかる。

　「地下鉄の電車はどこから入
れたか？　それを考えてると一
晩中寝られないの」――。そん
なフレーズを聞いて、あの「地

　だが、よく聞いてみると躊躇したのはそうではなか
った。「来るのなら、クルマはやめてほしい」と。娘
曰く、地元でも“自粛警察”の目は厳しく、社宅の駐
車場でも東京から転勤したばかりの人のマイカーが傷
付けられた事件もあったそうだ。娘が不安を感じたの
はコロナよりも“東京ナンバー”らしいが、幸か不幸
か私の愛車は、都内でも新宿区に次いで感染者が多い
「世田谷」ナンバー（５年前までは「品川」だった）。
偏見に過ぎないが、警戒したくなるのもやむを得ない。
　道路運送車両法で義務付けられているナンバープレ
ートとは、一定の保安基準に適合し、公道での運転が
許される“通行手形”のようなもの。警察がスピード
違反やひき逃げ事故などの逃走車両を割り出し、追跡
するのには便利だが、地域の特産物や風景などを描い
たイラストの図柄入り「ご当地ナンバー」を取り付け
るような“郷土愛”溢れる人は別にして、一般には得
るところが少ない。車番認識カメラ付きの駐車場では
ナンバーを読み取って事前清算できるメリットなども
あるが、数字や記号の組み合わせだけでも車両の識別
は可能だろう。
　それ故に、「他県ナンバー狩り」の標的にもなるよ
うな、わざわざ居住地を“公開”してまでマイカーを
走らせる必要があるのか。個人情報保護の観点からも
理屈に合わない。なんでだろう～、眠れぬ夏の長い夜
がしばらく続きそうだ。
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明暗を分けた“ご当地ナンバー”
経済ジャーナリスト　福田 俊之


